
大阪ヘルスケアパビリオン

万博探究

班のテーマ

世界各国・地域の環境問題について知ることにより、

これからの自分たちの将来について考える

結果

ハンガリーパビリオン

未来の都市パビリオン ポーランド館

シグネチャーパビリオン 北欧館パビリオン

ポーランドパビリオンは継承され

る創造性遺伝子をテーマにしていて、

パビリオンの中にはオリジナルの植物

を制作できる場所があったり、オーラ

と呼ばれるブラシが規則的に動いて

摩擦音で音楽を奏でる展示が

見られたりした。

それ以外にも日本の俳句に触発された

ポーランドの現代詩があったり、

ポーランドの伝統料理を食べられたり

とあらゆることを体験できる

パビリオンだった。

大阪ヘルスケアパビリオンは、万博

の中でも、特に人気のパビリオン

で、自分達は体験することができな

かったが、未来の自分の姿をアバタ

ーとして見る体験もできた。

現代と言うよりかは近未来のような

技術の展示内容で、特に印象に残っ

たのは栄養価、見た目などを個人に

合わせて作ることができる人工の

肉、培養肉だ。どれも実用化が待ち

遠しい展示ばかりで心惹かれる内容

だった。

シグネチャーパビリオンで

は生命や世界とは何かを考

えることができる。

VRゴーグルを着けて現実と

仮想空間を融合するXR(ク

ロスリアリティー)技術や立

体音響技術を駆使した映像

体験をした。人の命は他の

数え切れないほどの命が集

まってできていること、そ

して私たちの命も何かの命

の糧となっていくこと、そ

れは幾重にも繰り返される

ことを震撼させられる素敵

な体験だった。

未来の都市パビリオンでは、

実際に存在する技術が主に展

示されていて中でも最も印象

に残ったものは、クボタ社の

汎用プラットフォームロボッ

トだ。なぜならこれからの世

界で、農業をより進歩しない

といけないと思っているから

だ。

この展示は何十個もある広大

な展示の一つにすぎない。

未来の都市パビリオンはまだ

見ぬ世界へ、ワクワクが止ま

らなくなるような魅力の詰ま

ったパビリオンだと言えるだ

ろう。

北欧館パビリオンではアイスランド、

スウェーデン、デンマーク、フィンラ

ンドの持続可能な未来に向けた取り組

みを見ることができた。

ノルウェーはスウェーデンのオーロラ

を初めとする各国の素敵な景色を約7

分に渡る映像で知ることができた。

グッズ販売ではフィンランドの有名な

物語、ムーミンの谷のグッズなども多

く見られた。パビリオンを出る時にも

らった北欧の水の容器はサトウキビで

作られていて、細かい部分にも環境に

対する配慮を感じることができた。

全体を通してこの大阪万博で学んだことは各国には独自の文化がありそれぞれが日本とは違う日

本には出せない良さが沢山秘められていること、僕たちが考える所謂未来というものは想像より

も近くにあり、実現可能なもの、既に一部地域では実装されているもの等もあることの2つだと考

える。

ハンガリーパビリオンで

は伝統的な民族音楽とそ

れに合わせた踊りを見る

ことができた。

鑑賞中には劇場の壁から

光が出ていてその筋がす

ごく幻想的だった。

ハンガリーパビリオンに

行った日が建国記念日で

ハンガリーの旗をもらえ

た。

かなり貴重な体験をする

ことが出来たと思う。


